
大岡産業㈱札幌ゴルフセンター 様
今回の職場体験で丁寧にご指導をしてくださり本当にありがとうございました。
今回の体験を通して、札幌ゴルフセンターの皆さんがお客様のことを第一に考えてお仕事をしている様子が仕事をしている姿を見て
よくわかりました。
僕が一番印象に残ったのは、「お客様と会ったら、かならずあいさつをする。」という言葉です。これから、一生懸命勉強をして、今回
の職場体験で学んだことを今後の生活の中でいかしていきたいです。� ２年　T・T
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初めての打ちっ放し体験で、
ゴルフに新たな関心

おじいちゃん・おばあちゃんに
明るい笑顔を届けられた日

以前よりもずっと深まった、
車に対する愛着

最近は、若いプロゴルファーの活躍がめざまし
いからでしょうか。「興味があるんです」と話す男
子3人がでっち奉公にやって来たのは、ゴルフの打
ちっ放し練習場。JR白石駅すぐそばの「札幌ゴル
フセンター」です。屋内で奥行きが50ヤードあり、
1階から3階まで計30打席あることから、週に何回
も通う練習熱心な人が多いのだとか。3人が訪れ
た日も、カツーン、カツーンと、ボールを振りぬく良い
音が、センター内に響いていました。
3人は、朝の掃除を済ませた後、まずは受付の基

本を教わります。料金は、会員とビジターでは異な
り、また、打ち放題の人と単球の人でも異なります。
「さらに回数券の人もいて、レジに打ち込むときは
別々なので、操作も複雑」と、生徒たちは来客を前
に右往左往しています。スタッフの方に「あせらな
くていいからね」と言われ、ちょっと安心した表情
を浮かべました。

仕事はほかにも、販売用品の整理、商品券の整
理、ボールの補充など、たくさんあります。その合間
に、スタッフさんの心遣いで打ち放しを体験させて
もらうことになりました。「ほとんど触ったことが
ない」という3人でしたが、徐々に真っすぐ遠くまで
飛ぶようになり、笑顔がこぼれます。「やっぱり若
い子は呑み込みが早いわねえ」と言われ、少し照れ
ていましたが、「いつかゴルフを始めてみたい」と
いう関心が高まったことは、間違いないようです。

「将来は1級ヘルパーを取得して介護福祉士にな
りたい」という生徒や、臨床心理士、薬剤師、看護師
と、それぞれ就きたい職業が明確に決まっている男
女4名が訪れた、介護老人保健施設「生きがい」。
ここは入居者もいますが、通所やショートスティな
ど、機能回復やリハビリに励む人たちが大勢利用す
る施設でもあります。館内の責任者の方から「介
護の仕事は、利用者さんが遠慮したり気おくれが
あって、やらせてもらいにくいんです。でも自分たち
のおじいちゃん・おばあちゃんだと思ってやさしく
接してくださいね」と言われ、笑顔をのぞかせる4
人。積極的に話しかける、必要なことはメモを取る、
という心得も教わりました。
この日は頭と体を使う、ふわふわクラゲゲームが

行われました。これは卓球台にダブルスで向き合
い、クラゲに見立てたビニール袋をうちわであおい
で相手コートに落とすゲームです。生徒と利用者が

ペアになって対戦しましたが、いつの間にかゲーム
は白熱。時間がたつのも忘れて、ワーワー楽しみま
した。生徒たちは「おじいちゃんやおばあちゃんの
イキイキした表情を見ることができて、みんなと打
ち解けられたのがよかったです」「私たちと過ごし
たことで、少しでも元気になってくれたのがうれし
い」と、口ぐちに利用者との交流の喜びを語ります。
元気を届けられたことに満足した、とても有意義な
体験だったようです。

新車や中古車の販売から、車検・整備・板金・リー
スまで幅広く取り扱う、札幌タック自動車。川下や
北郷を拠点に長く営業し、地元のお客さんの信頼
も厚い企業です。ここをでっち奉公に選んだ男子
生徒4名。とくに整備などは油や汚れにまみれるこ
とが多いので、きれいな仕事とは言い難いですが、
そこは男の子。やはり「車が好き！」なのだそうです。
ボンネットを開け、車の仕組みを教えてくれるスタッ
フの方の話に、熱心に耳を傾けます。
車体の表面をきれいに磨くバフ掛け、窓ふき、車

内の雑巾がけなど、ひととおり仕事をこなした後
は、洗車ホースの放水でじゃれあうひと幕もありま
した。さらに、車載工具を使ってタイヤ交換にもチャ
レンジしました。ジャッキで車体を上げ、レンチで
ナットを緩めるのは、なかなか力のいる作業です。
「ナットは緩めるときも締めるときも、対角線順に

するのがコツ」と教えられ、額に汗をかきながらレ
ンチを回します。「思ったより力がいるんですね」
との感想でした。
「これからは、お父さんのタイヤ交換も手伝ってあ
げようね」というスタッフの方の言葉にうなずく生徒
たち。車は愛着を持って接すれば、調子よく動いて
くれることを学び、「自宅の車にも、もっと愛着を持
ちます」と、物を大切にする気持ちが強まったようで
す。
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